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現
代
の
安
全
保
障
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
学
生
た
ち
の
外
交
・
安
全
保
障
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

当
研
究
会
で
は
、
約
20
名
の
学
生
が
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

神じ
ん

保ぼ　

謙け
ん  

総
合
政
策
学
部　

准
教
授

　

総
合
政
策
学
部
に
赴
任
し
て
は
や
８
年
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
期
間
に
も
世
界
を
と
り

ま
く
安
全
保
障
状
況
は
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
赴
任
当
初
は
、
９
・
11
テ
ロ
の
衝
撃
と

国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
脅
威
、
引
き
続
く
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
が
国
際
関

係
の
焦
点
で
し
た
。
今
日
で
は
中
国
の
台
頭

や
北
朝
鮮
問
題
の
不
安
定
化
と
い
っ
た
北
東

ア
ジ
ア
情
勢
の
深
刻
化
や
、
海
洋
・
サ
イ
バ

ー
・
宇
宙
空
間
な
ど
の
領
域
に
対
す
る
挑
戦

な
ど
、
新
た
な
問
題
が
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
研
究
会
で
は
、
現
代
の
国
際
安

全
保
障
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
対
し
、
概
念
枠

組
み
の
検
討
と
政
策
志
向
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
双
方
か
ら
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。
研
究

会
に
参
加
す
る
学
生
は
、
各
自
の
研
究
テ
ー

マ
の
共
通
性
に
よ
っ
て
１
カ
月
程
度
の
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
（
共
同
研
究
）
を
行
い
ま
す
。

本
年
度
春
学
期
に
は
「
米
国
の
東
ア
ジ
ア
へ

の
リ
バ
ラ
ン
ス
」「
イ
ン
ド
国
内
の
テ
ロ
リ
ズ

ム
」「
ア
ラ
ブ
の
春
と
リ
ビ
ア
政
変
」「
ソ
マ
リ

ア
内
戦
と
平
和
構
築
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で

研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
実
践
」
と
い
う
側
面
で
特
徴
的
な
の
は
、

現
代
の
国
際
的
危
機
を
想
定
し
た
「
ク
ラ
イ

シ
ス
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
実
施
で
す
。

学
生
た
ち
は
、
各
国
の
首
脳
や
大
臣
な
ど
の

役
割
を
担
い
、
国
際
交
渉
な
ど
を
通
じ
て
問

題
へ
の
対
処
方
法
を
学
び
ま
す
。
昨
学
期
は

「
イ
ラ
ン
核
危
機
」
を
テ
ー
マ
に
、
イ
ラ
ン
・

米
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ロ
シ
ア
・
E
U
・
中

国
チ
ー
ム
を
構
成
し
４
時
間
に
わ
た
る
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

学
期
末
ま
で
、
各
自
の
研
究
計
画
に
基
づ
く

期
末
レ
ポ
ー
ト
や
卒
業
論
文
の
執
筆
と
格
闘

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
日
本
人
学
生
に

加
え
て
留
学
生
や
外
国
人
（
ア
ジ
ア
・
中
東
・

欧
州
な
ど
）
の
親
を
持
つ
学
生
が
増
え
、
研

究
会
の
国
際
性
が
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
同

時
に
世
界
を
と
り
ま
く
問
題
へ
の
距
離
感
が
、

研
究
会
の
友
人
た
ち
を
通
じ
て
顕
著
に
縮
ま

っ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
国
際

安
全
保
障
は
国
益
や
人
の
命
を
扱
う
問
題
領

域
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
重
視

し
、
真
摯
に
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　私たち神保研究会では、個人研究、グループワークを軸に、安
全保障について理解を深めています。個人が自由に研究領域を選
定するため、地域紛争や二国間関係、核、テロなどテーマは多岐
にわたります。研究会の大きな活動のひとつが学期前半のグルー
プワークです。学校に泊まり込むことも珍しくなく、かなりハー
ドですが、終わった時の達成感はとても大きいものです。
　安全保障の概念は時代とともに変わっていきます。しかし、研
究会で培ったものは決して揺らぐことはないと考えています。10
年先、20年先、世界が変わっていく中で、その世界をしっかりと
見つめられる人、それが私の理想です。

今、「国際安全保障」を学ぶということ

松
まつ

田
だ

直
なお

行
ゆき

君　環境情報学部 4年

国際安全保障の概念構築と実践を学ぶ
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私
た
ち
有
機
薬
化
学
講
座
は
、
人
の
命
と
生
活
を
救
う
薬
を
創
製
す
る
人
材
を
育
成
す
る
場
で
あ
り
、
有
機
合
成
と

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
極
め
グ
ロ
ー
バ
ル
な
飛
躍
を
目
指
す
若
者
の
集
団
で
す
。

須す

貝が
い　

威た
け
し  

薬
学
部　

教
授

　

私
た
ち
は
⑴
体
内
で
生
命
活
動
を
担
っ
て

い
る
酵
素
を
微
生
物
に
作
ら
せ
、
触
媒
と
し

て
薬
の
合
成
に
応
用
、
さ
ら
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
人
工
酵
素
を
創
製
す
る
こ
と
、
⑵
抗
が
ん
、

抗
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
作
用
な
ど
を
持
つ
天
然
物

を
、
ド
ミ
ノ
環
化
と
い
う
独
自
な
手
法
で
効

率
よ
く
合
成
す
る
こ
と
、
⑶
糖
類
か
ら
出
発

し
て
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
な
ど
を
合
成
す

る
環
境
・
資
源
に
優
し
い
研
究
、
を
テ
ー
マ

の
三
本
柱
に
し
て
い
ま
す
。
須
貝（
農
学
系
）、

庄
司
（
理
学
系
）、
花
屋
（
薬
学
系
）
と
、
出

身
も
得
意
分
野
も
異
な
る
ス
タ
ッ
フ
が
、
お
互

い
学
び
な
が
ら
教
え
あ
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、

理
工
学
部
化
学
科
の
土
橋
源
一
先
生
が
目
指

さ
れ
た
「
学
際
的
に
広
い
分
野
で
活
躍
す
る
化

学
の
創
製
」
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
内
外
か

ら
学
生
や
研
究
者
を
ど
ん
ど
ん
受
け
入
れ
、

隣
人
か
ら
新
し
い
気
づ
き
を
も
ら
う
機
会
も

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
折

に
は
、
東
北
大
学
の
大
学
院
生
に
長
期
間
滞

在
し
て
い
た
だ
き
、
同
じ
実
験
室
で
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
研
究
に
励
み
ま
し
た
。

　

研
究
室
所
属
の
学
生
・
院
生
に
は
、
学
生

実
験
（
実
習
）
の
T
A
な
ど
と
し
て
、
後
進

の
指
導
に
あ
た
ら
せ
て
い
ま
す
。
後
輩
に
対

し
責
任
を
も
っ
て
教
え
る
こ
と
を
通
じ
、
実

験
実
習
の
真
の
意
味
を
高
学
年
に
な
っ
て
は

じ
め
て
理
解
し
ま
す
。
学
生
た
ち
の
研
究
能

力
向
上
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
、
着
実
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
外
の
学
会
で
積
極
的
に
発
表

さ
せ
て
い
ま
す
。
発
表
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
お

客
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

る
た
め
の
社
会
人
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
も
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
発
表
に

不
可
欠
な
英
語
に
関
し
て
、
論
理
的
文
章
を

対
象
に
日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

就
職
支
援
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

E
S
や
研
究
概
要
の
添
削
な
ど
を
通
じ
、
説

得
力
が
高
い
文
章
を
作
れ
る
よ
う
修
養
し
て

い
ま
す
。
卒
業
生
は
薬
剤
師
、
研
究
・
開
発

職
、
技
術
営
業
（
M
R
）、
I
T
、
広
告
な
ど
、

多
彩
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ

ー
に
は
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
と
い
う
よ

り
は
超
低
空
飛
行
を
経
験
し
て
き
た
強
者
も

多
い
で
す
が
、
一
歩
前
進
す
る
た
び
、
階
段

を
一
段
上
る
よ
う
な
意
欲
を
も
っ
て
、
毎
年

新
人
が
配
属
を
希
望
し
て
き
ま
す
。

　「毎日9時半から終電まで馬車馬のように働かされるぞ」と、根
も葉もない噂が飛び、抽選で第一希望を外れ、配属されてきた人
は悲痛の叫び……それが有機薬化学講座なのでしょうか？確かに
「厳しい」のは本当ですが、「やらされて」いる人は一人もいません。
メンバー全員、研究（有機合成）が大好きになっていきます。実
験に集中しすぎて、気が付いたら終電の時間だったこともありま
した。さまざまなイベントにも本気で取り組みます。スパゲッティ
やオムライスなどは数キロ食べることが当たり前で精神的、肉体
的にも鍛えられます。塾長杯水上運動会にも毎年挑戦してきまし
た。本気で学べ、本気で楽しめる……それが有機薬化学講座です。

どんどん研究生活が楽しくなる

岡
おか

崎
ざき

隼
はや

人
と

君　薬学研究科前期博士課程１年

有機合成×バイオで、薬を創る・造る

ゼミナール・研究室紹介


